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毎　月　10　日・25　日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

☆今　月　の　税　金☆

固　定資産税

軽　自　動車税
（第1期分）

5　月1日　ま　でに

納　めで下　さ　い。
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スポーツの及堂
ー・武連館が克戌

ト
シ
ャ
ワ
ー
室
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す

↓
公
式
の
柔
剣
道
場
2
両
が
取
れ
る
広
い
館
内

総
工
費
1
億
4
千
万
円

桑
剣
道
場
2
面
、
1
8
0
人
収
容
の
観
寛
席

Ⅲ刷

昨
年
七
月
か
ら
建
設
を
行
っ
て
い
た

武
道
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
四
月
八
日

柿
落
（
こ
け
ら
お
）
と
し
が
行
わ
れ
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

町
で
は
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
か
ら
　
ー
　
と
、
ス
ポ

ー
ツ
愛
好
者
の
団
体
を
育
成
し
て
お
り

現
在
、
剣
道
、
空
手
、
な
ぎ
な
た
、
マ

マ
さ
ん
バ
レ
ー
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
盛
ん
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
武
道
館
が
な

か
っ
た
た
め
、
体
育
館
な
ど
の
施
設
は

ひ
っ
ぼ
り
だ
こ
、
武
道
愛
好
者
の
団
体

か
ら
武
道
館
の
建
設
を
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
総
事
業

費
一
億
四
千
万
円
を
か
け
て
、
吉
田
（

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
）
に
建
設
。
設
備

は
公
認
の
柔
剣
道
場
二
面
、
更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
の
ほ
か
身
障
者
用
ト
イ

レ
、
百
八
十
人
収
容
の
観
覧
席
を
設
け

て
い
ま
す
。

（

← 中間

吉 田 グラ ウ ン ド
身障 者

セ ンター

斤県道 水 巻 ・中間線　　　　 → 至境未

水巻町武道館使用料

貢謙 さ
全　 面 4 0 0 円

半　 ＿面 2 0 0 円

ミ 全　 面 2 0 0 円

ｉｉ姜藁　 半 面
1 0 0 円

ホ

繋
プラ

舟が 全　 面 2 ．0 0 0 円

1 ，0 0 0 円

人も事も交通マトを守一りましょう・／（翳群雲評）
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防犯の

今
年
は
、
金
融
機
関
を
狙
っ
た
強
盗

事
件
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
金
融
機
関
で
は
、
職
員
に
対
す
る

防
犯
教
育
を
行
い
、
店
舗
内
外
の
監
視

体
制
を
強
化
し
、
た
と
え
ば
、
専
門
警

備
員
を
前
置
し
た
り
、
職
員
と
警
備
員

の
任
務
分
担
を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
住
民
の
方
も
、
覆
面
、
勺
ス

ク
、
サ
ン
グ
ラ
ス
等
で
顔
を
隠
し
て
、

凶
器
を
持
っ
た
り
、
周
辺
を
警
戒
し
な

が
ら
店
舗
内
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い

る
不
審
な
人
を
見
つ
け
た
ら
、
警
察
ま

た
は
金
融
機
関
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

割
引
き
さ
れ
ま
す

四
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
「
春
の
防
犯
運
動
」
が
始
ま
り

ま
す
。
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

人
の
動
き
が
清
爽
に
な
り
、
犯
罪
や
事

故
も
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
今
年
は

金
融
機
関
を
購
っ
た
強
盗
事
件
や
少
年

に
よ
る
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な
ど
の

乗
り
物
盗
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
犯
罪
や
事
故

の
な
い
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

暴
力
団
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
か
か
わ

り
を
ネ
タ
に
つ
け
入
り
ま
す
。
あ
な
た

の
キ
然
と
し
た
態
度
が
必
要
で
、
つ
け

入
ら
れ
る
ス
キ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
暴
力
団
に
交

通
事
故
の
示
談
や
債
権
の
取
り
立
て
な

ど
を
頼
ま
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
み
か

じ
め
料
の
要
求
や
物
品
強
要
等
は
、
断

固
こ
と
わ
り
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
暴
力

団
の
被
害
に
あ
っ
た
り
、
被
害
に
あ
っ

て
い
る
の
を
み
か
け
た
ら
す
ぐ
「
一
一

〇
番
」
し
ま
し
ょ
う
。

閑
し
ま
し
ょ
う
。

▽
キ
ー
を
抜
き
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

を
／車

を
離
れ
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な

手
間
を
惜
し
ま
ず
に
エ
ン
ジ
ン
キ
ー

を
抜
き
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
し
ま

し
ょ
う
。

▽
正
し
い
駐
車
と
確
実
な
保
管
を
／

道
路
や
広
場
な
ど
に
放
置
し
な
い

よ
う
に
し
、
土
・
日
曜
・
夜
間
な
ど

は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
愛
車
に
は
、
防
犯
登
録
を
／

オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
に
は
防
犯

登
録
（
販
売
店
、
防
犯
協
会
）
を
し

ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定
観
保
険

料
（
六
千
二
百
二
十
円
）
と
付
加
保
険

料
（
六
千
六
百
二
十
円
）
と
が
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
、
四
月
分
か
ら
翌
年

三
月
分
ま
で
の
一
力
年
分
を
ま
と
め
て

前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
一
年
分
前
納
す
る
と
次
の

よ
う
に
年
五
分
五
庵
の
利
率
に
よ
る
複

利
現
価
法
で
割
り
引
き
さ
れ
た
金
額
と

な
る
の
で
大
変
有
利
で
す
。

☆
定
額
保
険
料
を
四
月
に
一
力
年
分
前

納
す
る
と
七
万
二
千
八
百
四
十
円
と
、

毎
月
納
め
た
場
合
よ
り
一
千
八
百
円
の

割
り
引
き
と
な
り
ま
す
。

☆
ま
た
、
付
加
保
険
料
を
四
月
に
一
力

年
分
前
納
す
る
と
七
万
八
千
円
と
、
一

千
四
百
四
十
円
の
割
り
引
き
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
保
険
料
を
月
々
、
ま
た
は
、

年
何
回
か
に
分
け
て
納
め
る
手
間
が
省

け
、
つ
い
、
う
っ
か
り
の
納
め
忘
れ
が

防
げ
ま
す
の
で
留
守
が
ち
の
方
は
便
利

で
す
。今

月
か
ら
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
保
険
料
の
一
力
年
分

を
ま
と
め
て
、
前
納
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

侵
入
盗
に
ご
用
心

少
年
に
よ
る
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車

等
の
乗
り
物
盗
も
今
年
は
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
乗
り
物
盗
を
防
止
す
る

た
め
〝
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
作
戦
″
を
展

春
は
外
出
の
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
チ
ョ
ッ
ト
そ
こ
ま
で
だ
か
ら
！

と
、
油
断
は
禁
物
、
外
出
の
際
は
出
入

口
は
も
ち
ろ
ん
便
所
や
風
呂
場
な
ど
の

小
さ
な
窓
に
も
忘
れ
ず
に
カ
ギ
を
か
け

ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
家
は
狙
わ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

バスの乗り降りは、あわてずバスが止まるまで待ちましょう．／
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昭
和
5
9
年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
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一
年
間
の
町
の
施
策
を
折
り
込
ん
だ
昭
和
五
十
九
年
度
予
算
が
、
三
月
の
定
例
議

会
で
成
立
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
五
十
六
億
三
百
三
十

三
万
円
と
前
年
度
に
比
べ
二
二
・
五
％
の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
事
務
費
等
、
経
常
経
費
の
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
、

文
教
、
福
祉
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
な
ど
の
充
実
に
努
め
、
限
り
あ
る
財
源
の
効

率
的
な
配
分
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
特
別
会
計
の
予
算
合
計
額
は
二
十
億
二

千
二
百
五
十
九
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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付
税
制
度
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
す

☆
国
・
県
支
出
金
は
、
前
年
度
に
比

べ
八
千
三
百
二
十
五
万
円
の
増
で
、
そ

の
主
な
も
の
は
、
猪
熊
小
学
校
校
舎
増

築
補
助
金
八
百
九
十
八
万
円
、
道
路
改

良
補
助
金
一
千
六
百
三
十
万
円
、
消
防

施
設
整
備
補
助
金
三
百
三
十
四
万
円
、

母
子
医
療
助
成
事
業
補
助
金
六
百
六

十
九
万
円
、
緑
化
事
業
交
付
金
百
九
十

万
円
で
あ
り
ま
す
。

5
9
年
度
の
町
づ
く
り
・
・
！
、
・
・
：
ｌ
′
・
…
～
＝
・
－
・
…
・
ｌ
Ｉ
・

本
町
の
五
十
九
年
度
予
算
は
、
国
や
多
く
の
市
町
村
が
緊
縮
予
算
を
編

成
す
る
な
か
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
二
・
五
％
の
大
幅
な
増
額
予
算
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
か
ら
建
設
中
の
庁
舎
が
今
年
度
に
完
成
し

ま
す
が
、
こ
の
事
業
費
が
大
き
な
理
由
で
あ
り
ま
す
。
予
算
編
成
で
は
、

皆
さ
ま
の
要
望
を
考
慮
し
な
が
ら
、
生
活
道
路
の
整
備
や
教
育
施
設
の
整

備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
造
成
、
民
生
安

定
の
た
め
の
消
防
施
設
の
整
備
、
ま
た
、
鉱
害
復
旧
事
業
も
継
続
し
て
行

な
い
ま
す
。
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
生
か
し
、
住
民
福
祉
向
上
に
最
大

限
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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歳
　
入

地
方
交
付
税
二
年
続
き
の
減
収

町
の
財
源
は
、
町
税
や
使
用
料
及
び

手
数
料
な
ど
の
町
が
白
か
ら
確
保
で
き

る
財
源
の
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
、
町
僕
（
借

入
金
）
な
ど
他
か
ら
収
入
す
る
依
存
財

源
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
内
、
町
税
と
地
方
交
付
税
で

全
予
算
の
四
九
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

☆
町
税
は
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
九

・
一
％
増
の
十
四
億
三
千
六
百
三
十
四

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
景
気
の

Ｔ

低
迷
や
所
得
の
伸
び
の
鈍
化
、
新
築
住

宅
の
減
少
か
ら
最
終
的
に
は
七
％
以
内

の
伸
び
率
に
止
ま
る
兄
と
お
し
で
す
。

☆
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
当
初
に

比
べ
六
・
三
％
増
の
十
二
億
八
千
百
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
経
済
不
況

に
よ
り
配
分
基
準
に
な
る
国
税
三
税
（

所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
）
が
伸
び
ず

最
終
的
に
は
前
年
度
よ
り
も
三
千
万
円

程
度
の
減
少
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
二
年
続
き
の
減
少
で
地
方
交

☆
繰
入
金
は
、
前
年
度
に
比
べ
四
億

一
千
六
十
一
万
円
と
大
幅
な
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
庁
舎
窪
設

準
備
基
金
か
ら
六
億
五
千
万
円
、
職
員

退
職
手
当
準
備
基
金
か
ら
三
千
六
十
一

万
円
を
繰
入
れ
し
た
も
の
で
す
。

☆
諸
収
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億

七
百
四
十
八
万
円
の
増
で
、
こ
れ
は
鉱

害
復
旧
事
業
の
増
加
に
よ
る
国
・
県
∵

鉱
害
復
旧
事
業
団
か
ら
の
収
入
が
増
加

し
た
た
め
で
す
。

☆
町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
前
年
度

に
比
べ
一
億
八
千
七
百
万
円
増
え
て
お

り
ま
す
。
内
訳
は
、
庁
舎
建
設
事
業
債

三
億
七
千
七
百
三
十
万
円
、
過
疎
償
（

道
路
改
良
舗
装
・
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

防
火
槽
設
置
〕
九
千
三
百
六
十
万
円
、

鉱
害
復
旧
事
業
債
六
千
五
百
六
十
万

円
、
猪
熊
小
学
校
校
舎
増
築
の
た
め
の

起
債
五
千
八
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

財産収入

町税

14億3，634万円

（26％）

6，643万円（1％）

そ
の
他
（
3
％

6億2，880万円

6億294万円

（11％）

6億8．061万円

1億698万円

（2％）

地方交付税

12億8，100万円
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歳
　
出

庁
舎
建
設
で
投
資
的
経
費
が
大
幅
増

歳
出
は
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設

鉱
害
復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
と
、
人

件
費
や
物
件
費
、
扶
助
費
な
ど
の
消
費

的
経
費
、
そ
れ
に
町
債
の
返
済
の
公
債

費
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
の
予
算
で
す
が
、
投
資

的
経
費
に
は
歳
出
総
額
の
四
三
・
一
％

に
当
た
る
二
十
四
億
一
千
百
十
一
万
円

を
投
入
し
、
庁
舎
建
設
や
鉱
害
復
旧
、

生
活
道
路
や
教
育
施
設
の
整
備
を
行
な

い
ま
す
。

次
に
目
的
別
で
は
、
庁
舎
建
設
費
を

含
ん
だ
総
務
費
が
十
七
億
八
千
四
十
四

万
円
と
、
歳
出
総
額
の
三
二
％
を
占
め

て
お
り
ま
す
。

保
育
園
の
運
営
、
各
種
健
康
診
査
、

予
防
接
種
、
生
活
困
窮
者
の
援
助
な
ど

住
民
の
健
康
づ
く
り
や
福
祉
向
上
の
た

め
の
民
生
・
衛
生
費
に
九
億
六
百
八
十

六
万
円
を
充
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
失
業
者
の
雇
用
を
図
る
た
め

の
事
業
を
行
な
う
た
め
の
労
働
費
に
一
一

億
一
千
七
百
五
十
八
万
円
、
通
路
・
河

川
の
整
備
や
維
持
及
び
公
営
（
改
良
）

住
宅
の
維
持
管
理
の
た
め
の
土
木
費
に

四
億
一
千
六
百
六
十
三
万
円
を
充
て
て

い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
生
活
の
安
定
対
策
と
し

て
、
消
防
ポ
ン
プ
革
や
防
火
水
槽
・
消

火
栓
を
整
備
す
る
た
め
の
消
防
費
に
一

億
九
千
四
百
六
十
五
万
円
。
鉱
害
復
旧

を
行
な
う
た
め
の
災
害
復
旧
費
に
六
億

五
千
五
百
七
十
八
万
円
を
充
て
て
い
ま

す
。ま

た
、
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
費

に
は
、
五
億
九
千
七
百
八
万
円
を
充
て

猪
熊
小
学
校
校
舎
の
増
築
な
ど
学
校
施

設
の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
同
時
に
社

会
教
育
の
充
実
を
行
な
い
ま
す
。

♂
5
9
年
度
の
主
な
事
業

〔
教
育
施
設
〕

○
猪
熊
小
学
校
校
舎
増
築
工
事

○
伊
左
座
小
学
校
・
吉
田
小
学
校
体

育
倉
庫
新
築
工
事

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
造
成
工
事

〔
土
木
関
係
〕

〇
人
柳
・
十
三
塚
線
改
良
工
事

○
中
橋
・
入
用
二
百
線
改
良
工
事

○
中
橋
・
伏
原
線
改
良
工
事

○
頃
末
・
二
線
改
良
工
事

○
宮
尾
・
片
山
線
落
石
防
止
工
事

○
公
営
・
改
良
住
宅
整
備
工
事

〔
鉱
害
復
旧
〕

○
新
池
下
・
村
下
線

○
立
地
前
・
大
坪
一
号
線

○
古
賀
・
頃
未
練

○
大
平
下
水
道
、
山
田
下
水
道

○
家
屋
復
旧
（
1
3
戸
）

〔
そ
の
他
の
施
設
〕

○
町
庁
舎
建
設
工
事
　
（
5
9
年
度
完

成
）

○
授
産
施
設
建
設
の
た
め
の
負
担

〇
第
一
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
、
防
火
水
槽
、
消
火
栓
の
設
置

町民1人当りの予算

地 方 交付税

4 3 ，52 1円

町　　　 税

48 ，799 円

総　 務　 費

6 0 ，48 9円

ｆニーメニとこ＿；テこご
議　 会∴ 訝 喝

4 、4 52 円

民　 生　 費

ユ8 ．680 町

土　 木　 費

14 ，15 5円

繰　 入　 金 衛　 生　 費 消　 防　 費

23 ，123 円 12 ．130 円 6 ，6 13円

国 ・県支 出金

15 ，8 93 円

使用 料

及 び手数 料

9 ．644 円

労　 働　 費

7 ，392 円

教　 育　 費

20 ，285 円

農 林 ・水産 費

1 ，121円

災害 復旧 費

22 ，2 80 円

諸　 収 く入 町　　　 偵
商　 工　 費 公　 債　 費

20 ，4 84 円 21 ，3 63 円 2 ，742 円 19 ，5 20円
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こ・1．‾‾・嘉一一と・

寮 や 億 1 ，2 2 7 万 円

書 ｒ1 0億 2 ，44 9 万 円

欝1　 8 15 万 円

務 こ詩

7 ，7 68 万 円

下
水
道
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
七
千
七
百
六
十
七
万

八
千
円
、
前
年
度
に
比
べ
九
百
五
十
九

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
処
理
対
象
延
戸
数
を
三
万
一
千

五
百
九
十
六
戸
と
し
て
お
り
ま
す
。

歳
入
と
し
て
は
、
使
用
料
三
千
九
百

八
十
一
万
円
、
基
金
利
子
一
千
七
百
八

十
五
万
八
千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
一
千
四
百
万
円
、
繰
越
金
六
百
万

円
、
そ
の
他
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。歳

出
と
し
て
は
、
下
水
処
理
場
の
管

理
委
託
料
二
千
七
百
五
十
万
二
千
円
、

光
熱
水
費
等
の
需
用
費
二
千
六
百
十
万

四
千
円
、
人
件
費
等
の
事
務
費
四
百
七

十
四
万
八
千
円
、
下
水
道
基
金
へ
の
繰

出
金
一
千
七
百
八
十
五
万
八
千
円
、
そ

の
他
百
四
十
六
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。昨

年
度
ま
で
は
、
運
営
に
よ
る
赤
字

分
を
四
者
（
公
団
、
県
、
県
住
宅
公
社

町
）
で
負
担
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
町
だ
け
で
維
持
管
理
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
、
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
保
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
九
億
一
千
二
百
二
十

七
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
四
千
八
百

四
万
九
千
円
、
五
・
六
％
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
療
養
給
付
費

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
保
険
税
三
億
六

千
六
百
一
万
五
千
円
、
国
庫
負
担
金
四

億
六
千
百
五
万
一
千
円
（
事
務
費
一
千

五
百
六
十
万
一
千
円
、
療
養
給
付
費
等

負
担
金
四
億
四
千
五
百
四
十
五
万
円
）

国
庫
補
助
金
六
千
七
百
六
十
六
万
七
千

円
（
助
産
費
補
助
金
二
百
六
十
六
万
六

千
円
、
財
政
調
整
交
付
金
六
千
五
百
万

円
）
、
県
費
財
政
補
助
金
五
十
万
円
、

高
額
療
養
医
療
費
交
付
金
四
百
四
十
二

万
一
千
円
、
そ
の
他
一
千
二
百
六
十
一

万
六
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
療
養
諸
費
五
億

三
千
六
百
一
万
三
千
円
、
高
額
療
養
費

五
千
三
百
二
十
五
万
円
、
助
産
・
葬
祭

老
人
保
健
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
十
億
二
千
四
百
四
十

八
万
六
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
二
億

九
千
三
百
六
十
三
万
三
千
円
、
四
〇
・

二
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

老
人
保
健
事
業
は
、
五
十
七
年
度
末

か
ら
新
た
に
発
足
し
た
事
業
で
あ
り
ま

す
が
、
本
町
の
老
人
医
療
費
は
全
国
平

均
の
伸
び
率
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い

る
た
め
、
今
年
度
は
大
幅
な
増
加
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

「

歳
入
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
交
付
金

七
億
一
千
五
百
五
十
万
二
千
円
、
国
の

医
療
費
負
担
金
二
億
四
百
十
三
万
七
千

円
、
県
の
医
療
費
負
担
金
五
千
九
十
七

万
九
千
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

五
千
三
百
八
十
六
万
一
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
給
付
費

な
ど
医
療
諸
費
が
十
億
二
千
百
三
十
七

万
五
千
円
、
そ
の
他
三
百
十
一
万
一
千

円
と
約
九
九
・
七
％
が
医
療
給
付
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

育
児
費
九
百
八
万
円
、
老
人
保
健
会
計

へ
の
拠
出
金
二
億
四
千
八
百
五
十
二
万

円
、
高
額
療
養
医
療
費
拠
出
金
五
百
二

十
四
万
五
千
円
、
予
防
対
策
費
四
百
一

万
三
千
円
、
総
務
費
三
千
六
百
七
十
四

万
六
千
円
、
予
備
費
一
千
七
百
九
十
五

万
円
、
そ
の
他
百
四
十
五
万
三
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
全
予
算
の
九

十
三
％
を
医
療
費
の
支
払
で
占
め
ら
れ

て
お
り
、
療
養
給
付
費
は
前
年
度
に
比

べ
五
千
三
百
十
三
万
一
千
円
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
国
保
会
計
は
、
医

療
費
の
値
上
げ
や
受
診
率
の
増
加
次
第

で
は
、
ま
す
ま
す
苦
し
い
財
政
に
陥
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
国
保
税
の
今
年
度
の
税
率
は
、

原
案
を
議
会
で
減
額
修
正
し
て
均
等
軋

一
万
三
千
円
（
前
年
度
比
千
円
増
）
、

平
等
劉
一
万
六
千
円
（
同
千
円
増
）
、

資
産
割
二
十
六
％
（
同
四
％
減
）
、
所

得
割
八
・
一
％
（
同
〇
二
二
％
増
）
課

税
限
度
額
三
十
二
万
円
と
、
な
っ
て
お

り
ま
す
。
減
額
で
不
足
す
る
分
は
、
一

般
会
計
か
ら
二
千
万
円
助
成
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
あ
な
た
の
医
療
費
が
い
く

ら
か
か
っ
た
か
毎
月
通
知
し
て
い
倒

す
。
少
し
で
も
医
療
費
を
減
ら
す
た
め

健
康
管
理
を
十
分
し
、
病
気
の
早
期
発

見
の
た
め
健
康
診
査
を
進
ん
で
受
け
る

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
険
税
は
国
保
運
営
の
重
要

な
財
源
で
す
。
滞
納
の
な
い
よ
う
納
税

く
だ
さ
い
。

農
業
共
済
事
業
会
計

予
算
総
額
は
、
八
百
十
四
万
八
千
円

で
、
各
勘
定
別
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
家
畜
勘
定
に
つ
い
て
は

現
在
加
入
者
が
な
く
、
一
応
存
麿
科
目

と
し
て
四
千
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

農
作
物
勘
定
　
2
百
5
7
万
1
千
円

水
稲
の
引
受
面
積
百
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
昨
年
度
比
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
）
、
引

受
反
収
三
百
四
十
六
毎
、
毎
単
位
当
た

り
共
済
金
額
二
百
三
十
円
で
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

麦
に
つ
い
て
は
、
引
受
面
積
十
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
　
（
昨
年
度
比
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
）
、
引
受
反
収
は
小
麦
百
七
十
九
軸

大
麦
百
九
十
四
毎
、
軸
単
位
当
た
り
共

済
金
額
百
四
十
円
で
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

業
務
勘
定
　
　
5
百
5
7
万
3
千
円

歳
入
に
つ
い
て
は
、
県
補
助
金
三
百

二
十
二
万
円
、
利
子
及
び
寵
当
金
三
十

七
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
百

七
十
二
万
九
千
円
、
諸
収
入
四
万
四
千

円
、
繰
越
金
二
十
一
万
円

歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
四
百
九

十
一
万
三
千
円
、
物
件
費
六
十
六
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
財
源
不
足
の
た
め
、
一
般

会
計
か
ら
繰
入
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

みんなの河川　みんなで　き　れいに（河川美化月間・4月1日－30日）
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六
月
か
ら
水
道
料
金
改
定

◎
収
益
的
収
入
及
び
支
出

収
入
は
、
給
水
使
用
料
四
億
四
千
四

百
四
十
九
万
八
千
円
、
口
径
別
納
付
金

一
千
三
百
七
十
四
万
四
千
円
、
そ
の
他

の
収
入
六
十
二
万
八
千
円
と
営
業
外
収

入
と
し
て
下
水
道
事
務
受
託
料
等
二
百

五
十
六
万
五
千
円
で
、
収
入
合
計
四
億

六
千
百
四
十
三
万
五
千
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

支
出
は
、
原
水
購
入
費
二
億
九
千
四

百
四
十
四
万
九
千
円
、
配
水
管
の
維
持

管
理
の
た
め
の
給
水
管
理
費
四
千
七
百

四
十
一
万
二
千
円
、
事
務
経
費
の
総
係

費
四
千
八
百
八
十
九
万
四
千
円
、
そ
の

他
減
価
償
却
費
等
が
二
千
百
六
十
九
万

三
千
円
と
、
営
業
外
費
用
と
し
て
支
払

利
息
二
千
四
百
五
十
六
万
三
千
円
、
そ

の
他
の
費
用
百
二
十
五
万
円
で
、
支
出

合
計
四
億
三
千
八
百
二
十
六
万
一
千
円

と
な
り
へ
差
引
二
千
三
百
十
七
万
四
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

59年度水道事業の概要

給水件数　　　　　10，100戸

総配水量　　　　2，824，000〝デ

北九州市　　2，202，720〝デ

中間市　　　621，280〝ヂ

1日平均給水量　　　7，7371が

今
年
度
、
予
算
書
上
で
は
黒
字
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
水
道
使
用
料
改
正

条
例
の
議
会
審
議
に
お
い
て
使
用
者
へ

の
寵
慮
か
ら
原
案
を
減
額
修
正
さ
れ
、

改
正
時
期
も
四
月
か
ら
ハ
ハ
月
に
繰
り
下

げ
る
よ
う
修
正
議
決
が
さ
れ
た
た
め
、

実
質
赤
字
予
算
と
な
り
ま
す
。
減
額
で

不
足
す
る
分
は
、
一
般
会
計
か
ら
二
千

万
円
の
助
成
を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。五

十
七
年
七
月
の
料
金
改
定
の
時
は

住
民
の
皆
様
に
負
担
を
か
け
ま
い
と
極

力
引
上
げ
率
を
抑
え
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
（
五
十
七
年
度
五
千
万
円
）

を
行
な
う
な
ど
経
営
努
力
を
致
し
て
き

ま
し
た
が
、
五
十
七
年
度
二
百
五
十
万

円
、
五
十
八
年
度
六
千
八
百
万
円
の
赤

字
が
予
想
さ
れ
、
水
道
事
業
を
守
る
た

め
や
む
を
え
ず
今
回
値
上
げ
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
（
新
料
金
は
下
表
の
と

お
り
で
す
）
値
上
げ
幅
も
住
民
の
皆
様

に
負
担
を
か
け
ま
い
と
最
小
限
度
に
止

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
鯵
」

◎
資
本
的
収
入
及
び
支
出
吋
拍
ｍ
ｍ
Ｈ

収
入
は
、
鉱
害
復
旧
国
庫
補
助
金
五

百
四
万
一
千
円
、
企
業
債
三
千
六
百
四

十
万
円
で
合
計
四
千
百
四
十
四
万
一
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

支
出
は
、
鉱
害
復
旧
費
六
百
四
十
八

万
円
（
古
賀
・
頃
未
練
、
新
池
下
・
村

下
線
）
、
配
水
管
新
設
及
び
改
良
費
四

千
五
百
万
円
（
み
ず
ほ
団
地
及
び
中
央

団
地
）
、
量
水
器
購
入
の
た
め
の
財
産

購
入
費
六
百
七
十
四
万
五
千
円
、
企
業

債
償
還
金
九
百
七
十
二
万
円
で
合
計
六

千
七
百
九
十
四
万
五
千
円
と
な
り
、
差

引
二
千
六
百
五
十
万
四
千
円
の
不
足
と

な
り
ま
す
。

収
益
的
収
支
と
資
本
的
収
支
を
合
せ

る
と
三
百
三
十
三
万
円
の
赤
字
予
算
と

な
り
、
不
足
額
は
損
益
勘
定
留
保
資
金

で
補
て
ん
す
る
予
定
で
す
。

竃 恥遠 。 雷 撃 基本水量 及

び基本 料金
超過水屋 及び超過料金

専

用

般

用

1：ｈｍ

10立方

ｍ まで

1 ．150円

11立方ｍ

か ら20立

方ｍ まで

1 立方ｍ

につ き

180円

21立 方ｍ

か ら40立

方ｍ まで

1 立方ｍ

につ き

240円

41立方ｍ

以上 270円

2（ｈｍ 1，40 0

2 5ｍｍ 1，45 0

4 0 1爪 1 ．600

50 11ｍ 3 ，000

75ｍｍ 3 ，50 0

1 0（ｈｍ 4 ，30 0

臨　 時　 用
10立方

ｍ まで
3 ．200 円 11立方ｍ以上1立方ｍ につ き　320円

カラーベンチを贈呈
一折尾電報電話局5万台突破記念一

折尾電報電話局（高尾庄作局長）では、管内の加入電話が3

月23日に5万台を突破しました。

これを記念して、利用者の皆さんにお役にたててもらいたい

と、カラーペンチ8台を町に贈られました。町では、今年度、

頃末の唐ノ熊に設置するゲートボール場に置くことにしており

ます。

ちなみに、水巻町の電話加入台数は9，900台です。

青
書
教
育
長
に
カ
ラ
ー
ベ
ン
チ

贈
呈
の
日
録
を
渡
す
高
尾
局
長

一
般
家
庭
水
道
料
金
表

おそい春のおとずれ
一遠賀川の土手でつくしとり－

寒い、さむいと言ってるうちにもう4月－－。遠賢川の土手

に子供たちが。何をしているのかと車を止めて見ていると、一

生懸命つくしをさがしています。今年は、⊥カ月程おくれてい

るようだ。やっと春がやって釆ました。

バ　ス　の　直　前直　後　の　横　断　は　危　険　で　す．／
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く
ら
し
の
情
報
一
…
皆
無
一
黒
鱒
点

小
児
マ
ヒ
予
防
の
生
ワ
ク
投
与

▽
対
象
児

生
後
3
カ
月
～
4
歳
ま
で
の
乳
幼

児
で
、
ま
だ
一
度
も
服
用
し
て
な
い

か
、
又
は
一
度
だ
け
し
か
服
用
し
て

な
い
子
供
。
（
で
き
る
だ
け
1
8
カ
月

ま
で
が
望
ま
し
い
）

▽
実
施
日
程

○
日
時
　
5
月
9
日
　
（
水
）

受
付
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

投
与
　
1
4
時
～
1
5
時

○
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

▽
注
意
事
項

○
前
日
ま
で
に
「
問
診
票
」
を
役
場

衛
生
係
窓
口
に
取
り
に
来
て
下
さ
い

○
問
診
票
に
は
必
ず
〝
捺
印
〟
し
て

下
さ
い
。

○
当
日
は
「
母
子
手
帳
」
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

▽
次
の
子
供
さ
ん
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
現
在
熱
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
を
し

て
い
る
子
供
。

○
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
風
疹
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過
し

て
な
い
子
供

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
又
は
、
慢
性
疾

患
に
か
か
り
体
調
の
惑
い
子
供

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
の
上
受
け
て
下
さ
い
。

三
種
浪
合
の
予
防
接
種

（
百
日
ゼ
キ
・
破
傷
風
・

ジ
フ
チ
リ
ヤ
）

二
回
目
以
降
の
接
種
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
お
わ
す
れ
な
い
よ
う
に
。

三種混合予防接種の日程

巨と日 】時　 間 ｌ場　所
2同日！空 竺 票。～1。：。。再

3回目

追加。ｌ
ｉ

一笥 票 … ＿＿ｉ 館

福
祉
手
当
を

振
り
込
み
ま
す

福
祉
手
当
（
5
8
年
1
2
月
か
ら
5
9
年
3

月
ま
で
の
4
カ
月
分
）
の
振
込
み
は
、

4
月
1
0
日
に
行
な
い
ま
す
。

4
月
1
1
日
以
降
に
「
印
か
ん
」
と
「

預
金
通
帳
」
を
持
参
の
う
え
遠
賀
信
用

金
庫
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
・
戦
傷
病
者

無
料
巡
回
相
談

遠
賀
福
祉
事
務
所
で
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
に
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
や
補
装
具
の
交
付
及
び
身
体
障
害

者
更
生
援
護
施
設
へ
の
入
所
、
そ
の
他

更
生
の
た
め
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
き
ま
す
。

▽
日
時
　
4
月
2
5
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

▽
場
所
　
岡
垣
町
東
部
公
民
館

（

魯

2

8

2

・

0

0

3

5

）

▽
診
療
科
　
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科

眼
科

※
相
談
を
受
け
ら
れ
る
万
は
、
当
日
直

接
会
場
へ
行
か
れ
て
下
さ
い
。

東
京
都
消
防
庁

消
防
官
募
集

▽
受
験
資
格
　
①
昭
和
3
0
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
　
◎
大
学
、
短
大
、
高

校
卒
程
度
で
昭
和
6
0
年
3
月
卒
業
見

込
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
…
…
な
ど

▽
受
付
期
間

4

月

2

3

日

～

5

月

8

日

▽
願
書
交
付
、
聞
合
せ
先

東
京
都
消
防
庁
人
事
課
採
用
係
〔

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
三

番

五

号

　

晋

0

3

（

2

1

2

）

2

1

1

1

　

内

線

4

4

3

5

〕

－
登
写
り

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
松
栄
荘
団
地
　
故
柴
田
紀
美
子
殿

○
てこヒ
ｌコ

田
団
地

Ｙ
「
、
ト
．
1
、
、
も
、
′
＼
′
も
．
ト
、

触

中
間
・
遠
賀
地
区

「
少
年
の
船
」
団

▽
研
修
糊
口

▽
研
修
地

▽
募
集
期
間

▽
応
募
資
格

8

月

9

日

～

8

月

1

3

日

（
4
泊
5
日
〕

沖
縄
本
島

4

月

2

Ｒ

∵

－

4

月

2

8

日

遠
賀
・
中
間
地
区
在
住

の
小
学
四
年
生
か
ら
小
学
六
年
生

員
募
集

▽
費
　
　
用
　
5
万
円

▽
申
込
み
先
　
町
教
育
委
員
会
で
申
込

み
用
紙
を
受
け
取
り
、
中
間
市
屋

島
「
働
く
婦
人
の
家
」
内
、
中
遠

地
区
少
年
の
船
実
行
委
員
会
に
お

申
込
み
下
さ
い
。

（

「
玄
海
の
家
」

夏
休
み
の
利
用
者
受
付

福
岡
県
立
「
玄
海
の
家
」
で
は
、
夏

休
み
期
間
中
の
利
用
者
の
予
約
受
付
け

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
利
用
期
間
　
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
日

（
8
月
1
8
日
・
1
9
日
は
除
く
）

▽
対
象
団
体
　
①
子
供
会
等
の
少
年
団

体
で
、
小
学
校
3
年
生
以
上
の
児
童

生
徒
及
び
そ
の
引
率
指
導
者
　
⑧
社

会
教
育
関
係
団
体
等
が
主
催
す
る
少

年
（
小
学
校
3
年
生
以
上
）
を
対
象

と
し
た
団
体
　
㊥
一
団
体
の
人
月
は

一
〇
名
以
上
一
〇
〇
名
程
度
と
す
る

④
利
用
期
間
は
2
泊
3
日
以
内

※
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
教

育
委
員
会
社
会
教
育
係
に
お
聞
合
せ
く

だ
さ
い
。

4月の心配ごと相談日　（4月10日、17日、24日・13時～16時・町民会館）
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県道芦屋水巻線の工事について

昭和59年4月5日から昭和59年6月30日まで
工事をいたしますので下図の通り車線が変更
になります。ご協力をお掛、します0

・1－Ｉ、‘讐．．＿．喝警・．・・

へ

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
・
祝
日
使
用
抽
選
会

町
営
の
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
猪
態
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
日
・
祝
日
の
使
用
抽
遠
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

▽
5
、
6
月
使
用
分

日
時
　
4
月
2
0
日
　
午
後
1
時
3
0
分

場
所
　
町
民
会
館
二
階
会
議
室

▽
7
月
以
降
の
使
用
分

日
時
　
使
用
さ
れ
る
月
の
2
カ
月
前

の
第
一
月
曜
日
、
年
後
1
時

3
0
分
か
ら
抽
還
し
ま
す
。

場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

兼
町
内
居
住
者
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

以
外
は
、
拙
速
に
参
加
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

15チ【ムが熱戦を展開
－ソフトボール選手権大会－

暗
れ
わ
た
っ
た
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
三
月
二

十
五
日
、
第
三
回
水
巻
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
が
、
南
中
学
校
と
苫
田
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
ま
し
た
。

優
勝
戦
で
は
、
苫
田
ノ
三
が
お
か
の
台
を
1
8
－
3

で
下
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
時
に
行
わ
れ
た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同

好
会
の
対
抗
試
合
で
も
、
富
田
ノ
三
が
優
勝
し
ま
し

た
。

（上位4組の対戦結果）

青田ノ三

お
か
の
台

机猪
　
　
熊

吉
田
ノ
三

．
Ｆ
ｔ
＿
一

．
ｈ
三
．
＿
ｌ
ｔ
ｌ
ｒ
ｌ
’
ｌ
＿
ｔ
ｌ
三
－
．
－
Ⅰ
＝
ｒ
．
－
．
－
1
．
・
－
・
．
・
．
‥
7
．
．
1
＝
▼
－
．
．
＝
－
．
1
．
－
．
・
1
‥
．
・
．
－
．
‥
．
．
㌻
．
‥
三
1
．
－
．
・
．

ヽ

ノ

　

Ｐ

ヽ
　
　
Ｊ
ヽ
　
　
′
　
ｌ
　
ヽ
ノ
　
　
　
　
　
，
′
　
＿

みやの　ともふみ

宮野　智文くん
昭和58年4月27日生

（慧妄撃）さんの長男

ひはら　なつき

檜原　夏月ちゃん
昭和58年5月23日生

（窒紀姦）さんの次女
食べ物を見ると猛突進、よく

食べよく眠る元気な子です0男
の子？と言われても平気。この

まま明るく健やかであれ‥・…。

（頃末2582番地の3〕

バイスピ【ドで所狭しと這い

回っている毎日。わらペの歌が

大好きで、お姉ちゃんと一緒に

踊ります。タクマしく気持ちの

優しい子に育ってね0
（猪熊924番地の2〕

ラケット　さばき　も鮮やか

－バドミントン選手権大会－

三
月
十
八
日
、
町
民
体
育
館
に
、
町
内
か
ら
一
般

男
女
六
十
八
名
、
小
学
男
女
三
十
八
名
、
百
六
名
の

大
選
手
が
参
加
し
て
第
二
回
目
の
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
〇
円
の
番
号
は

噸
位
）

▽
一
般
男
子
Ａ
級
①
時
枝
（
頃
末
）
・
三
池
（
同
好

会
）
組
㊥
村
上
（
苫
田
二
）
・
荒
牧
（
猪
鱒
）
組

＞
同
Ｂ
級
①
滞
家
（
頃
宋
）
・
広
渡
（
同
好
会
）
組

㊥
石
本
（
高
松
）
・
石
本
（
高
松
）
組
　
▽
一
般
女

子
Ａ
級
①
田
辺
（
鯉
口
〕
・
上
田
（
同
好
会
）
組
⑧

酒
家
（
頃
宋
）
・
西
上
（
梅
の
木
）
組
　
▽
同
Ｂ
級

①
杉
本
（
梅
の
木
）
・
田
坂
（
鯉
口
）
組
㊥
江
藤
（

立
屋
敷
）
・
菅
（
梅
の
木
）
組
　
▽
同
Ｃ
級
①
小
倉

（
古
賀
県
住
）
・
小
柳
（
同
好
会
）
組
㊥
安
田
（
同

好
会
）
・
松
尾
（
同
好
会
）
組
　
▽
一
般
混
合
①
時

枝
・
上
田
組
㊥
三
池
・
田
辺
組
　
▽
ジ
ュ
ニ
ア
①
瀬

戸
（
猪
熊
）
・
坂
田
（
猪
熊
）
組
⑧
木
下
（
猪
熊
）

・
木
村
（
猪
熊
）
組

水巻チーム健闘・上位でゴール
ー北九州地区スポーツ少年団駅伝大会－

三
月
二
十
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
体
力
増
進
と
交
流
を
深

め
よ
う
ー
と
、
北
九
州
地
区
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
北
九
州
、

行
橋
、
中
間
、
苅
田
、
芦
屋
、

水
巻
の
三
市
三
町
か
ら
八
十
五

チ
ー
ム
。
八
幡
東
区
八
王
寺
・

市
立
総
合
体
育
館
前
を
出
発
、

金
比
羅
池
ト
リ
ム
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

水
巻
町
か
ら
は
伊
左
座
ヤ
ン

キ
ー
ス
、
机
野
球
少
年
団
、
頃
末

野
球
少
年
団
が
参
加
。
よ
く
健

闘
し
て
三
チ
ー
ム
と
も
上
位
で

ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

水
巻
町
チ
ー
ム
の
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

8
位
　
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス

1
0
位
　
机
野
球
少
年
団

1
3
位
　
頃
末
野
球
少
年
団

あなた　も手話を始めませんか．／（申込みは役場民生係へ）



水
巻
昔
ば
な
じ

⑳
　
　
石
　
炭
　
物
　
語
　
旧

百

姓

と

焚

石

丁

場

前
回
ま
で
は
、
江
戸
時
代
に
石
炭
は
ど
の
よ
う
な

制
度
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
て
き
た
か
を
書
い
て
き
た

が
、
で
は
各
村
で
石
炭
は
実
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て

据
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
水
巻
の
焚
石

丁
場
に
つ
い
て
は
史
料
が
少
な
い
の
で
、
そ
の
全
容

を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
前
述
の
焚
石
会
所

作
法
書
に
も
と
づ
い
て
、
炭
が
掘
ら
れ
て
き
た
こ
と

だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

そ
の
よ
き
例
は
、
机
伊
豆
神
社
に
合
杷
さ
れ
て
い

る
王
子
神
社
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
紀
の
棟
札

あ
め
の
は
ひ
の
み
Ｃ
と

で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
神
社
は
天
穂
日
合
ほ

か
七
神
を
ま
つ
り
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
ま
で

は
机
字
行
正
（
机
山
荘
約
一
五
〇
米
の
山
腹
）
に
社

う
ｌ
す
な
か
み

殿
の
あ
っ
た
産
土
神
で
、
縁
起
と
し
て
は
享
保
十
八

年
（
一
七
三
四
）
紀
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
こ
の
神
社
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
と
推

ま
ｌ

定
さ
れ
る
間
歩
（
炭
坑
）
跡
が
神
社
の
周
囲
に
多
数

点
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
あ
た
か
も
王
子
神

社
が
焚
石
丁
場
の
守
護
神
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
せ

る
に
た
る
位
置
に
あ
っ
て
、
そ
の
関
係
は
次
の
棟
札

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ぎ
に
そ
の
判
読
文
を
記

載
す
る
。
（
原
文
は
漢
文
、
口
は
不
明
字
）

お
う
せ
き

「
往
昔
、
享
保
十
八
年
に
道
立
し
た
拝
殿
は
、
こ

つ
な

こ
嘉
永
五
年
に
至
り
て
霜
越
二
日
十
八
年
を
継
ぎ
、

四
棟
こ
と
ご
と
く
虫
ば
み
、
一
棟
は
朽
ち
る
な
り
。

し

こ

よ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ｈ

ソ

ん

う

而
し
て
ロ
は
な
く
暴
風
霧
雨
に
お
い
て
は
、
人
み
な

危
く
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
然
り
と
い
え
ど
も
奉
祭
の

産
子
は
総
十
家
あ
ま
り
に
し
て
、
直
ち
に
改
営
す
る

と
が

力
は
な
く
、
ロ
ロ
ロ
ロ
神
の
各
に
永
嘆
す
。
而
し
て

大
早
の
際
に
雨
の
降
る
如
く
に
金
策
の
き
た
る
を
待

ち
た
る
が
変
り
な
し
。

む

ら

な

か

　

す

み

　

　

　

　

　

う

が

嘉
永
の
初
め
よ
り
里
中
の
煤
（
石
炭
）
を
撃
つ
に

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衡
　
門

か
め要

ロ
の
如
く
、
穴
を
得
て
焚
石
を
取
り
、
而
し
て
孔

か

み

　

　

　

　

　

む

ら

万
（
山
元
）
大
い
に
胃
を
得
る
。
上
は
う
る
お
い
里

み
き

は
市
を
な
レ
、
樹
の
下
に
歌
お
こ
り
、
林
申
た
そ
が

れ
濃
く
と
も
陶
然
と
し
て
楽
し
み
、
休
ま
ざ
る
な
り
。

た

す

け

　

　

　

　

　

　

　

き

ち

こ
れ
い
わ
ゆ
る
神
明
の
援
を
も
っ
て
、
こ
の
事
を
神

に
賜
う
な
り
。
然
ら
ず
ん
ば
す
な
わ
ち
百
千
尺
の
底

こ
つ
じ
よ

に
忽
如
と
し
て
宝
の
あ
る
の
が
伝
わ
る
や
、
智
の
あ

る
者
は
こ
れ
を
撃
ち
、
神
の
助
け
を
こ
い
ね
が
う
。

く
ず

す
な
わ
ち
、
そ
の
穴
つ
ね
に
頼
れ
、
そ
の
石
乗
ら
な

い
と
き
は
、
す
べ
か
ら
く
神
の
恵
み
を
う
く
べ
き
な

ｈ
ソ
0

こ
こ
に
お
い
て
里
正
　
（
村
庄
屋
〕
　
有
吉
正
右
衛

門
、
組
政
行
正
彦
三
郎
、
組
頭
取
柴
田
極
右
衛
門
お

よ
び
産
民
と
き
の
き
た
る
を
睾
び
、
財
を
定
め
て
、

こ
れ
を
木
幹
に
用
い
て
工
匠
に
つ
く
ら
す
。
而
し
て

営
ん
だ
拝
殿
こ
れ
な
り
。
（
後
略
Ｕ
 
Ｌ

こ
の
検
札
は
、
当
時
十
七
才
の
宮
司
岡
直
方
の
書

い
た
も
の
で
、
こ
の
な
か
に
あ
る
「
里
正
有
吉
正
右

衛
門
」
は
、
棟
札
の
表
に
「
保
正
（
里
正
と
同
じ
）

底
井
野
村
よ
り
入
役
」
と
あ
る
の
で
、
底
井
野
村
か

ら
派
遣
さ
れ
た
山
元
総
代
を
兼
ね
た
立
屋
敷
、
机
両

村
の
村
庄
屋
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
こ
の

時
代
は
、
黒
船
の
来
航
に
よ
っ
て
石
炭
の
需
要
が
増

加
し
た
と
き
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
お
か
げ
で
窮
乏

に
あ
え
い
で
い
た
百
姓
は
う
る
お
い
、
そ
の
う
え
神

社
を
改
築
す
る
浄
財
ま
で
集
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
江
戸
末
期
に
な
る
と
福
岡
藩
は
財
政
が

苦
し
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
分
だ
け
百
姓
か
ら
の
年

貢
を
き
び
し
く
取
立
て
た
の
に
加
え
て
、
毎
年
の
よ

ぅ
に
飢
饉
が
つ
づ
い
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
各
地
で

百
姓
一
揆
の
発
生
を
み
て
い
る
。
し
か
し
遠
賀
鞍
手

両
部
の
百
姓
は
、
近
く
の
焚
石
丁
場
で
働
く
こ
と
が

□
編
　
集
　
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
飢
饉
の
年
に
は
焚
石
会
所

か
ら
御
救
金
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
百
姓
一

揆
は
殆
ん
ど
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
発
生
し
な
か
っ
た

史
料
に
よ
れ
ば
江
戸
中
期
に
は
両
郡
に
お
い
て
百
姓

一
揆
は
頻
繁
に
発
生
し
た
が
、
焚
石
会
所
が
開
設
さ

れ
た
江
戸
末
期
の
遠
賀
郡
に
お
い
て
は
、
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
に
書
木
村
で
、
さ
ら
に
万
延
元
年
（

一
八
六
〇
）
に
蟹
住
村
で
強
訴
が
あ
っ
た
く
ら
い
で

そ
れ
も
丁
場
を
も
た
な
い
農
村
で
の
出
来
事
で
あ
っ

た
。し

た
が
っ
て
遠
賀
部
の
多
く
の
百
姓
が
焚
石
の
恩

恵
を
う
け
て
飢
饉
の
年
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
、
そ
の
か
わ
り
に
百
姓
は
大
き
な
犠

牲
を
焚
石
丁
場
に
払
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
間
歩
と

道
路
の
敷
地
の
提
供
と
、
そ
れ
を
造
成
す
る
際
の
使

役
、
そ
の
後
の
道
路
の
補
修
な
ど
は
す
べ
て
百
姓
の

労
役
と
さ
れ
て
、
農
閑
期
に
な
る
と
百
姓
は
奉
行
所

か
ら
の
達
示
で
、
焚
石
会
所
の
指
揮
下
で
働
か
さ
れ

て
い
た
。
昔
か
ら
「
百
姓
と
ゴ
マ
の
池
は
絞
れ
ば
絞

る
ほ
ど
出
る
」
　
「
百
姓
は
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
」
の
た

と
え
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
さ
じ
加
減
は
焚
石
丁
場

に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

へ
な
ん
の
因
果
で
百
姓
に
生
れ
たよ

う
す

夏
は
田
の
草
　
秋
き
や
夜
目

こ
れ
は
水
巻
の
田
植
唄
の
一
節
で
あ
る
が
、
当
時
の

百
姓
の
気
持
ち
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
会
長
　
柴
　
田
　
貞
　
志机　の　伊　豆　神　社
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